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・地域安全推進員とPTA役員による
挨拶運動も定着し、生徒からの積極
的な挨拶も見られるようになった。

・メール連絡システムを活用した情
報提供は細やかで非常にわかりや
すく、良い印象を持っている。
　
・HPや様々な紙ベースにより、生徒
や保護者に対して学校の取組や行
事、心身を育てるための細やかで具
体的な情報発信ができている。

・イベント型の行事には多くの参観
が得られ、地域･保護者が一体と
なったものが開催できている。しか
し、ＰＴＡ総会や授業参観において
は、学校としては大変努力している
が保護者の意識に高まりがないの
は残念である。

・子どもを育てる協議会における懇
談会と講演会が実施できており各種
団体の欠席もなく、充実している。

・その日にあった問題についてはそ
の日の内の解決に向け、きめ細かく
家庭との連絡を取っている。家庭訪
問を中心とした家庭と連携して教育
を進めてほしい。

・道徳教育の充実に向けた取組が
必要である。

・人権・同和教育が計画的に行われ
ている。

・不登校生徒へは担任だけではな
く、学校全体としての関わりができて
いる。また、関係機関や地域とも連
携をとりながら関わることができてい
る。

・学校が一丸となって、生徒一人ひと
りの理解に努めようとしている。

・問題をかかえる生徒に対して、地
域と連携をとりながら改善の道を
探っている。

・全国学力・学習状況調査の結果を
分析し、学校全体で授業改善や授
業力向上に向け、取り組めている。

・「学び合いの授業づくり」の推進の
ため、教員が一丸となって校内研修
に取り組もうとしてる。

・家庭学習の習慣を身につけさせる
ため、効果的な課題の出し方を見つ
けようとしている。

・学生ボランティアを活用できてい
る。

･将来の進路選択に向け、計画的に
進路指導に取り組んでいる。

・職場体験学習では、体験のみなら
ず事前学習や事後のまとめを壁新
聞や発表を通して生徒の力になって
いる。

・特別支援教育における個別指導計
画を作成することは大切である。学
校全体としての取り組みを進めてほ
しい。

･河西ブロック特別支援連絡協議会
の取組は他のブロックにも紹介し広
めてほしい。

・目標としては、生徒・地域の実態と
今までの実践の積み重ねから見て、
いずれも適切である。

・きめ細かく具体的な情報発信に努
めている。

・地域の豊富な教育資源を活用して
いる。

・保護者や地域との関係はよい。

・目標としては、今までの実践を元に
最重点目標になっている。

・生徒指導の充実は課題である。生
徒の心に響く取組を継続し更に推進
してほしい。

・道徳と読書は大いに関連する。道
徳が31年に教科化されるので読み
物はしっかり読ませて更に研究を進
めてほしい。

・人権・同和教育の良いところを伸ば
し、人権意識を高めてほしい。

・授業改善に向けて学校全体で取り
組んでほしい。

・全教員が「学び合いの授業づくり」
を共通理解をし、指導方法に関する
研修をより深めてほしい。

・「職場体験」を進めていく上で、取
組に対する効果について検証してほ
しい。

・特別支援教育の充実と研修を深め
てほしい。

・通級指導教室の活用は充実してい
る。
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教育目標

「自主的でたくましく、心豊かな生徒の育成」
 　 深く考え思いやりのある生徒、進んで学びみがき合う生徒、健康でたくましく体力のある生徒の育成

学校の自己評価についてのご意見

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力



取
組
の
適
切
さ
の

検
証
結
果
に
対
す
る
意
見

次
年
度
に
向
け
て
の

改
善
方
法
に
対
す
る
意
見

3
・河西中学校の生徒は挨拶がきちんとできる子が多い。

・教育目標をしっかり示し、その目標に対し具体的な行動も示されており、目標達成に向け取り組む姿勢と努力が感
じられる。また、PTTA活動に対しても非常に協力的であり感謝している。

・教員の授業力は、生徒や保護者の信頼度につながるので、授業の質を高めると共に授業力向上のために努力して
ほしい。

・クラスによっては、学級掲示物や清掃状態に大きな差がある。学習環境は、生徒の成長に大きな影響を与えるの
で、工夫をお願いしたい。

・学校設備の老朽化が進んでいると感じる。特にトイレは和式が多く「学校で用を足せない」子どもが増えている。学
校トイレの洋式化を主体とした整備･充実をお願いしたい。

・地域や保護者に開かれた学校づく
りのために、学校が地域活動（地域
清掃活動、防災訓練等）に積極的に
参加することも大切である。

・ホームページでの日頃の教育活動
の報告や掲載は、今後も是非続け
てほしい。継続できる体制づくりをお
願いしたい。

・パソコンやスマートフォンのない方
のために「地域の回覧板」など地域
への情報発信の工夫も必要である。

・学校図書の充実に向けPTAとして
協力できることもあるので相談して
ほしい。

・教員が、しっかり生徒に寄り添い、
身近に存在している理解ある大人と
しての存在感をしっかり示してほし
い。

・まずは大人である教員から「教員
同士」、「教員から生徒へ」と積極的
かつ能動的な挨拶の率先をお願い
したい。

・いじめの実態把握のためにアン
ケートの方法を工夫してほしい。ま
た、アンケートだけではなく面談など
人と人が接することで把握できること
もある。あらゆる機会を通していじめ
の把握に努めてほしい。

・道徳教育の充実が本校の課題で
ある。生徒指導の充実に結びつくと
思うので、さらに工夫改善を進めて
ほしい。

・「学び合いの授業づくり」と「授業づ
くり基礎基本３か条」の実践は、全教
員が共通理解をしながら実践してほ
しい。

・教員相互の授業参観や先進校の
視察の機会を増やしスキルレベル
（授業力）のさらなる向上を期待す
る。

・チャイム着席のための2分前行動
ができる生徒の育成、そのためにも
教員の率先垂範を期待する。

・発達障害についての研究・研修を
さらに深めて成果が出ることに期待
する。

・放課後や長期休業中の補充学習
のための環境を整えている。活用に
向けた方策を検討し、取組を進めて
ほしい。

その他のご意見

・イベント型の行事には多くの参観
が得られたが、授業参観は少なく、
常日頃より、授業や研究授業を公開
し、保護者の参加を促し、参観した
保護者の口コミで拡大させていく工
夫が必要である。

・「文化祭」では、地域の公民館活動
のすばらしい作品が展示され、PTA
「カフェ」も地域と学校の結びつきに
効果があった。

・「子どもを育てる協議会」が地域各
種団体との意見交換や学校の情報
公開の場として活用できている。

・学校美化活動は学校とPTAが一体
となった取り組みができている。さら
なる充実を期待する。

・生徒が一般社会との調和を図った
り、社会における存在価値を知った
りするためにも一般社会人を講師と
して活用した授業は大切である。さ
らに推進、発展させてほしい。

・道徳教育に年間計画を立てた取組
を推進してほしい。

・机上学習だけではなく、体験型や
研究発表（プレゼンテーション）など、
生徒の自主性や個性を活かすこと
ができる取組を進めてほしい。

・人権、同和教育が計画的に実施さ
れており、生徒の人権意識も高まっ
ている。

・朝のあいさつ運動には多くの地域
やPTAの参加を得て、年々充実して
きている。

・いじめ問題解決に向け、積極的に
予防対策に推進できている。

・読書活動の充実のための方策を検
討してほしい。

・「学び合いの授業づくり」の研究授
業･研究協議会を実施し、充実した
実践ができている。

・和歌山の授業づくりの基礎基本３
か条を常に意識した授業づくりに努
めてほしい。

・チャイム着席を意識した取組に期
待する。

･家庭学習の習慣化のための取組を
進めてほしい。

･将来の夢を持てる、夢を話せる生
徒の育成をお願いします。そのため
にも将来の夢について「学び･考え
る」ことができる指導をお願いした
い。


